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近 畿 大 学 工業 高等 専 門学 校 研 究紀 要 内規

(目的)

第一条 近畿大学工業高等専門学校研究紀要(以 下、本紀要という。)へ投稿する場合は、

以下に定める紀要内規に従うものとする。

(投稿者の資格)

第二条 投稿者の資格は、下記のとおりとする。

(1)専任教員

(2)非常勤教員

(3)研究員

(4)その他、近畿大学工業高等専門学校校長、または図書館長が認めた者

(刊行)

第三条 本紀要の刊行は、原則として年1回 とする。

(原稿等)

第四条 本紀要に掲載を希望する者は、所属する学科あるいはコースの研究紀要編集委員

に論文を投稿する。

(1)投稿の論文は、未発表のものに限る。

(2)論文原稿は、所定の書式の電子ファイルで作成する。

(3)研究紀要編集委員会の委員で査読を行い、採択・不採択の判断を行う。

(4)研究紀要編集委員会では、著者に論文の修正をお願いすることがある。

(著作権)

第五条 本紀要の原稿の執筆者は、当該原稿の著作権が近畿大学工業高等専門学校に帰

属すること、および掲載された原稿については冊子体以外の媒体で公開されることを承諾

したうえで投稿する。

(1)本紀要に掲載された論文の著作権は、近畿大学工業高等専門学校に委譲するものと

する。

(2)本紀要の冊了体以外での公開に必要な複製権と公衆送信権を近畿大学中央図書館

に委譲する。

附則 本 規程 は、平成22年12月1日 より施行する。
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